
ペン機能を使う
(ホワイトボードを使用する）

P5へ

電子黒板、ペン機能一覧

P6へ

電子黒板に常設PCの映像を使う

(PowerPointのペン機能利用)

P1へ

USBメモリーの画像、映像を使う

P3へ

お問い合わせ先： 中野サポートデスク （内線 8072）
（外線 03-5343-8072）

中野メディアサービスホームページのメディア教室紹介ページ
からマニュアルがダウンロードできます。

https://www.meiji.ac.jp/nksd/room/classroom204.html

204教室 電子黒板
操作マニュアル

電子黒板使用後は、ペン(オレンジ色と青色)を
元の場所に収納してください。



電子黒板に常設PCの映像を使う

(PowerPointの設定)

１ ２

３

1

ファイルを選択 オプションを選択

リボンのユーザー設定 → 描画を選択



電子黒板に常設PCの映像を使う

(PowerPointのペン機能利用)

操作卓とプロジェクターの電源を
ONにします。後方プロジェクターの
入力ソースに[PC]を選択

１ 常設PCで[PowerPoint]を
起動後、[描画]タブを選択
をクリックします。

２

電子黒板の左側に設置してある
[ペン ]を取り出します。

３ 電子黒板に右側にある
[ アイコン]を[ペン ]でタッチします。

４

５

ペン機能等については、最終ページをご覧ください 2

操作卓システム
電源ボタン

プロジェクター
電源ボタン

後方プロジェクター用入力ソース切替ボタン

[マウス機能]で描画することにより
PC上に保存して描画を残すことができます。

[ペン機能]を選択して描画は可能ですが、
スライドには描画は保存できません。



表示されたUSBメモリーのデータを
タッチして選択します。

両サイドのスペースをタッチします。
[ペン機能]を選択してください

電子黒板の左側に設置してある、
専用ペン で[ホーム]アイコンを
選択します。

２

入力ソースの[USB１]をタッチし
て選択します。

３

USBメモリーの画像、映像を使う

６

操作卓に設置してある[USBメモリ]
差し込み口にUSBを差し込みます。

１

選択した画像または映像が表示され
たことを確認してください。

５

3

４



描画した画像を保存します。
[保存]を選択します。

8

[はい]を選択します。9

USBメモリーの画像、映像を使う＆保存

ペン機能を利用して描画できます。7

使用後はUSBメモリの取り忘れに 
ご注意ください！

10

4

※サポートファイル形式(以下のファイルを投写できます)

・FAT16/32でフォーマットされたUSB機器にファイ
ルを保存してください。
・Windows以外のファイルシステムでフォーマット
したUSB機器で投写に問題がある時は、Windows
でフォーマットしてください。



操作卓に設置してある[USBメモリ]
差し込み口にUSBを差し込みます。

４

描画した画像を保存します。
[保存]を選択します。

ペン機能を使う(ホワイトボードを使用する)

電子黒板の左右に表示された
アイコンの[マウス操作]から
[ペン機能]に切り替えます。

１ メニューバーから
[ホワイトボード(左)]を選択します。

２

ホワイトボードに描画後、
USBメモリーに保存可能です。

３

ペン機能等については、最終ページをご覧ください 5

[はい]を選択します。保存された
ことを確認してください。

5 6



ペン機能一覧

6

（入力している機器の画面を表示させます）



電子黒板(メニューバー)機能一覧

7
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